


日々想事１１〜２０

１１　＜空っぽ＞

思ったことは次々と頭の中に蓄積されていく

直ぐに飽和状態になって頭が重い

すると身体も心も重くなる

サッサと片付けることがベスト

とは言え

そうそう片付けられないよね

だけどそんな頭の中を空っぽにする工夫は必要

いや肝心なことなんだよね

そう思ってやっときょうは久し振りの更新

きのうは役所関係の定期報告書の提出を済ませた

思ったこととはチャウけどね

ほんでもって今からは別のことを片付けて

頭に空間を設けるんだ

忙し　忙し　動けるからアリガタイ！ 
 
１２　＜傷つく＞

くれぐれも人を傷つけるような言葉や態度をつつしまねばならぬ

「自分はな〜んにも悪いことをしてない」

身近な人から幾度となく聞かされる言葉

だけど自分が自覚してなくても現実は人を傷つけているんだなぁ〜

言葉……人を生かすも殺すも言葉・言葉
態度……横柄なのは特にあけまへんな
　　　　　　威張ってもだ〜れも偉いと思っちゃいないってば

能ある鷹は爪を隠す……付け爪は直ぐにはがれるってば

しかしね〜傷つけられたからって

勘に触ったからって

腹が立ったからって



注意されたからって

気に食わないからって

仕返しするなんて下衆なことは止めましょう

さもしい心にだけはなりたくないよね

 
１３　＜現状＞

玄奘……は法師ｗ
現場……は即お縄
原状……ベタベタ？

現状から眼を背けられるのは一時に違いない

いくら妄想して心をどっかに飛ばしまくって肉体の留守を装っても

肉体から完全に逃避することなんて出来やしないからね

死んでからじゃあ色々遅い

せっかく生まれているんだから現状を突破して一路向上すべきなのだよ

わかったかい？自分ｗ

 
１４　＜慢心＞　

苦しんでのちに悟り　楽しんでのちに慢心するなり

う〜〜〜む

のど元過ぎれば熱さ忘るる……が人の常だもんなぁ〜
やっとの思いで登頂して

お調子に乗った揚句に

転がり落ちちゃ〜元も子も無いんだけどね

ナルホド〜〜〜♪

ヤッホ〜〜〜♪

ともに母音は「お」で終わり

顎はやや上を向いてあり

そんな叫びは似て非なるもの……やね
 
１５　＜損得＞

人は誰しも美点と欠点を兼ね備えている

人と付き合う時は敢えて欠点を指摘する必要はないだろう

敢えて言うなら美点を告げるのも告げられるのも気持ちイイ



敢えて言うなら美点を告げるのも告げられるのも気持ちイイ

思いやりの心があれば何かを言われた相手の気持ちも想像出来る筈

好意ある言葉をひとつでも多く伝えてあげたいものだ

そこには損得勘定は全く無い

どれほどの思いやりを振りまいても

どれほどの好意ある言葉を振りまいても

自分の中の何かが減る訳でも損をする訳でもない

言われて嫌だと感じる経験は貴重で幸福なことだ

経験があればこそ相手にはその嫌だと感じたことを言わないでおこうと思う筈

それでも同じ嫌な思いをさせてやれ！などと思ってしまうなら不幸に違いない

それこそ大損だ！

何かがどんどん減っている気がする

目先の利益にばかり執着したくないね

 
１６　＜見えて来るもの＞

時が経つと見えて来るものがある

それは形をなさないものだから

迂闊に時を過ごすと気付かないまま時だけが過ぎてゆく

人の顔が多くのこと物語って来る

黙っているのに

その顔その顔がその人そのものを語っている

面白い！

感嘆する程に面白い！

かつての自分を他人に見る

手に取るように心の葛藤が見える

しかし問われなければ只黙して見守るのみ

そしてより良くなることを祈るのみ 
 
１７　＜最善＞

善悪はわからないが　その時の最善はわかる

正にわたしはそうだった

その時は必死に考え考え思案をし尽くし最善の道だと選択して来た



いやそれが本当に最善なのか、その時は何の確信もなかった

だけどそれがわたしに出来た最善

たらればの話は嫌いだ

アッチを選んでいたら　

コッチを止めれば

さぁ〜どうなってた？

それこそが最善だったんじゃないの？

なんて言ってる間にも　

今の最善を尽くさなくてはいけないじゃないか！

沢山の過去の最善の積み重なりで今に到っているってこと

簡単に変えたり止めたり出来ないんだよ

過程を知らない他人に理由を説明する時間も惜しいよね

顔は前向きに付いているからねｗ

 
１８　＜働く＞

生きるために働くのじゃない　生きているから働くのだ

働いている？

つまりはお金を稼いでいる？という意味で問われることが多い。

生きる＝肉体を維持するには最低限でも何かしらの栄養を補給しなくてはいけないだろう。

それにはお金は必要不可欠だろう。

その為にお金を稼ぐことを生きる為と言うのもあながち間違いではない。

だけど……
働くと言う意味は、すくなくとも生きているから働くという言葉には、

もっと色んな意味があるに違いない。

何かしらを動かし続けていくしかない。

こうやって指を動かしてキーボードを打ち、

文字を綴っているのも働いていることの一つだよね。

 
１９　＜信愛＞

先ずは人を疑ってかかる癖は宜しくないだろう。

裏切られ続けると

学習能力がこんな時には負に働く気がする。

しかし発想を転換してみよう。



しかし発想を転換してみよう。

仮に裏切られても許そうじゃないか！

そこには愛が存在する。

愛って凄いよね。

全てを包括するのが愛だよね？

誰かが何処かでゆるしてあげないと

負の連鎖は無限に続くからね。

 
２０　＜公平２＞

公平に対処する……は、自分以外の相手に対する態度だが
自分で自分を公平にさばくことは他人を公平にさばくより難しいだろう

殆ど可也の確率で人は自分のことは棚に上げて

ともすれば其処に置いておいたことさえ忘れてしまう

そして他人の非のみを取り上げてはさばきたがる

いつも想い出すのは番町皿屋敷

主人の大事な皿を過って割ってしまった罪を責められ死に至る

主人はお岩さんの過失をこっぴどく責め怒りまくったのだろう

「わしの大事な皿を割りおって！！！」

しかし命よりも大事と言いながら

もし主人が自分自身で過って割ってしまったら

果たして自分を殺す程に自分自身を責めるだろうか？

きっと自分が割ってしまったのなら

「まぁ仕方ない」

と即刻自分を許すだろう。

しかし割れてしまったことへの憤りのエネルギーは消えないだろうから

其処らへんにうろついていたノラネコにでもあたるに違いない。

最悪の場合は無実の罪で自分以外の人間のせいにでもするのかもしれない。

たいていの人は自分に一番甘いものだ。

自分にも非がある時は素直に認めて改める勇気が必要！

自分をさばくのは自分。

あくまでも公平に！


